
７月25日（土）、26（日）に、広島市内中心部に位置する地下街「シャレオ中央広場」で健康フェアを開催しました。
今年度は、家族一人一人が健康増進への取り組み・健康管理について考える一つのきっかけにしたく、「みんなで健康～家族ではじめる健康

生活」をテーマとして、地域の方に関心のある「健康・予防」に関する情報や様々な体験イベントを展開しました。
参加された方からのアンケートによると、約95％の方から役に立ったとの回答をいただくと

ともに「学生の感じがよく、とても親切であった」等のコメントをいただき、非常に満足度の高
いイベントとなりました。

また、将来、医療専門職をめざす学生たちにとっては、市民の方々との交流、ふれあいを通じて、
人と共に歩み、心に届く医療を実践することができる専門職業人としての人間性を育む場にも
なりました。

今年度も、健康フェアを東広島キャンパス大学祭〈10月18日（日）〉、呉キャンパス大学祭〈10
月25日（日）〉で同時開催します。

地域連携センターは、地域社会との交流および地域や行政からの協力依頼に応じ、本学の教育・
研究の成果をもって、地域の発展にかかる活動を推進し社会に貢献し続ける大学を目指します。

「2015年度 広島国際大学　健康フェア」を開催

【ブース名：眠気や疲れ、ストレスたまっていませんか?】

学生用メールシステムの変更について
Yahoo! メール Academic Editionのサービス終了（2016年6月30日まで）のため、2015年度後期より、学生用メール

システムをマイクロソフトが運営しています、Office365を活用したWEBメールサービスに移行します。
これに伴い、メールアドレスおよび、メール使用方法が変更になります。

【メールアドレスの変更】	 現在のメールアドレス　：sXXXXXX@ym.hirokoku-u.ac.jp
	 変更後のメールアドレス：sXXXXXX@ms.hirokoku-u.ac.jp
【Office365Webサイト】	 https://outlook.office365.com/
◦ Yahoo!メール　Academic Editon サービス終了後は、sxxxxxx@ym.hirokoku-u.ac.jpでのログイン、メールの送受信等はできなくな

ります。（sxxxxx@ym.hirokoku-u.ac.jpにひもづくYahoo! JAPAN IDでのログインや、メール、その他のサービスは、継続して利用可
能です。）

◦ 利用方法等、詳細についてはポータルサイト、情報センター事務室ホームページ等でお知らせします。
◦ ポータルサイトのメッセージ転送設定で登録されている大学のメールアドレス（アドレス1）は新メールアドレスに変更する予定です。

変更日程等、詳細については別途お知らせします。

７月～８月に東広島キャンパス・呉キャンパスにて、子ども向け体験講座（職
業体験、科学・ものづくり体験）を開催しました。

職業体験では、大学の実習室等で医療従事者の仕事を理解してもらうことを
狙いとし、科学・ものづくり体験では、科学実験やものづくり等の面白さを体
験することにより、子どもたちの豊かな心と未来への関心を育むことを目的と
しています。

今年度の体験講座も昨年度に引き続き、述べ2,000名を超える方からの申込
みをいただき、大好評のイベントとなりました。

当日の体験講座は、教員と学生が中心となり実施しました。実際に参加した
学生ボランティアスタッフに感想を聞いたところ、「子ども達の発想の豊かさ
に驚かされた」などのコメントがあり、学生にとって、参加された子どもから
大人まで幅広い方とのふれあいを通じて、人間性を育む場となりました。

また、参加された子どもたちや保護者からは、「是非来年もこのような体験講
座を開催してほしい」などの要望を多くいただきました。

「2015年度 子ども向け体験講座」を開催

科学・ものづくり体験講座
「レモン電池を作ってみよう」の様子

職業体験講座
「救急救命士のお仕事」の様子

学生短期海外研修のお知らせ
本学には、学生短期海外研修という制度があり、「海外で勉強した

いという学生の希望」の支援・実現を目的に大学が学費・渡航日・滞
在費などを全額もしくは一部を援助しています（2015年度の援助限
度額は30万円です）。

この制度は、学生自身が研修先を見つけ、研修計画書と必要書類を
揃えて申請して、書類審査通過後、面接選考を経て採用の可否を決定
します。

2015年度の申請は既に終わっておりますが、2016年度の申請期
限は、2016年５月初旬頃を予定しています。

2016年度の募集要項は2016年１月頃にお知らせする予定です。
毎年度、申請期限直前に学生から相談を受けることがありますが、

海外の研修先を見つけ、自分で受け入れの交渉などを行うことは日数
がかかるものです。

早目に国際交流センターに相談することが、申請の第一歩になります。

2015年度は１名採用(アメリカ・ミシガン州　ミシガン州立大学)
されました。

その他、国際交流センターでは、全学科対象に以下の海外研修プロ
グラムを来年度に向けて準備を進めています。

海外研修スタート・アップ(アメリカ・シアトル)
海外語学研修(英語)(カナダ・バンクーバー)
海外語学研修(韓国語)(韓国・大田大学校)
海外医療研修(カナダ・バンクーバー)　
また、学内進学者の大学院生を対象に「海外留学支援事業」も準備

を進めています。

上記の研修企画は2015年度のものです。
2016年度は変更・中止・新規企画追加が発生する場合があります。
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